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歳から 1歳，2歳と考えられる幼生が多数見つかり，全長 210 mmの幼体や 326–680 mmの成体，繁殖巣穴も見つ
かった。これは独立した繁殖個体群として世代交代している証拠でもある。この個体群からは全長 700 mmを越え
る個体が見つかっておらず，全長が小さい傾向がある。また，0歳幼生の全長と確認日の関係を見ると，全長 46 






Abstract: Here, we describe a population of the Japanese giant salamander Andrias japonicus inhabiting upstream of the 
Iinoyama Reservoir in Iinoyama, Hatsukaichi City, Hiroshima Prefecture, Japan. The locality is situated at 775–795 m 
above the sea level and is one of the highest localities in the habitat of this salamander. The Iinoyama Reservoir was 
originally built as a hydroelectric dam lake in 1932, and its upstream part has remained isolated for nearly 90 years. Since 
2001, when the water level dropped, it has become a wetland, albeit not used by human for many years. In surveys over 17 
days during 2017–2020, many zero-, first-, and second-year larvae; a juvenile 210 mm in total length (TL); and adults (326–
680 mm in TL) as well as a breeding nest were found, providing evidence that the salamanders in this regions constitute an 
independent breeding population. No individuals measuring over 700 mm in TL were found in this population, and the 
overall TL tended to be low. Considering the association between the total length and the date of discovery of zero-year 
larvae, these larvae likely dispersed when they were about 46 mm and rapidly grew from June to August to reach 75 mm; 
from October, however, they barely grew until the next spring. Interestingly, the larvae were found in the remnants of the 
dam lake, near the aquatic plant Potamogeton distinctus. The described locality and population present a rare example of 
continuous breeding of the Japanese giant salamander in a small stream directly flowing into the dam lake.
Keywords:  Andrias japonicus, dam lake, Japanese giant salamander, larval growth, population of small individuals, 
Potamogeton distinctus, wetland
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Ⅰ．はじめに

































県岡川の 650 m，広島県岡大内川の 660 m，鳥取県土















34°25'55.2"，東経 132°06'03.2"，標高 775-795 m）を
調査地とした（図 1）。飯ノ山ダムは 1932年に建設さ
生息地 生息地の標高 文献
大分県宇佐市院内町駅館川水系岡川 約450 m 小溝（1993）
大分県宇佐市院内町駅館川水系岡川 200‒650 m 院内町教育委員会（1994）
山口県岩国市周東町三瀬川錦川水系根笠川 220‒250 m 岩国市教育委員会（2020）
山口県岩国市錦町宇佐錦川水系宇佐川（宇佐川堰堤－宇佐大滝） 254‒356 m 西川 日本オオサンショウウオの会大会報告11（2014）
広島県北広島町志路原江の川水系志路原川 約400 m 桑原ほか（2005）
広島県北広島町志路原江の川水系志路原川支流大口川 380‒440 m 社団法人日本動物園水族館協会（1978）
旧広島県山県郡豊平町江の川水系小見谷川 380‒430 m 柿木（1998）
旧広島県山県郡豊平町太田川水系吉木川 520‒560 m 上田（1988）
旧広島県比婆郡高野町岡大内江の川水系岡大内川 580‒660 m 社団法人日本動物園水族館協会（1978）
広島県北広島町壬生江の川水系可愛川上官井堰 270 m 内藤（2018）
旧島根県能義郡広瀬町西谷飯梨川水系西谷川 350‒360 m 社団法人日本動物園水族館協会（1978）
鳥取県名和町名和川水系名和川 99‒122 m 岡田（2006）
鳥取県日野町荒神原日野川水系荒神原 285‒345 m 岡田（2006）
鳥取県日南町日野川水系土屋川 608‒653 m 岡田（2006）
鳥取県日南町大宮地区日野川水系印賀川等 約400 m 吉田 日本オオサンショウウオの会大会報告12（2015）
兵庫県篠山市武庫川水系羽束川・西山川 322‒337 m 田口（2006）
和歌山県東牟婁郡古座川町古座川水系平井川 100‒210 m 社団法人日本動物園水族館協会（1978）
三重県および奈良県 200‒600 m 三重県教育委員会・奈良県教育委員会（2012）
岐阜県旧八幡町・和良村木曽川水系鬼谷川 320‒450 m 大和町教育委員会（1990）
岐阜県旧大和町長良川水系小間見川 300‒400 m 大和町教育委員会（1990）
広島県廿日市市飯山小瀬川水系飯山貯水池 775‒795 m 筆者らの調査データ（本報告）
表 1．文献に見られるオオサンショウウオの生息地の標高の記録一覧
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れた中国電力の水力発電用のダムで，高さ 18.5 m幅

















ンゴケ Drosera rotundifolia L.，サギソウ Habenaria 
radiata (Thunb.) Spreng.，ゴウソ Carex maximowiczii 
Miq.，ミヤマシラスゲ Carex olivacea Boott subsp. 
















ルムシロ Potamogeton distinctus A.Benn. が川に群生し
ている（図 3B）。これはダム湖時代の名残と思われる。 
２．調査方法
調査は 2017年５月 14日から 2020年 1月 26日の
間にのべ 17日間実施した。調査地は便宜的に 4つの
区間に分けた。すなわち，ダム湖からログハウスのあ
るキャンプ場までを第 1区間（約 490 m），そこから
上流の支流の合流点までを第 2区間（約 610 m），北
より流れる支流を第 3区間（約 400 m），南より流れ
る本流上流部を第 4区間（約 1,000 m）とした（図 4）。
第 4区間のさらに上流は 300 m以上続き，本調査
では最上流域には到達していない。第 1–4区間の川
は蛇行を繰り返しており，各所にある埋没木による落
ち込みに淵が生じていた。第 1区間は，川幅が 2–4 m
と広く，周囲には高木がないため日当たりがよい（図




図 3． 河床の状況．A：埋没木が露出．B：ダム湖の名残のヒルムシロが群生．（A：2019年 8月 25日，B：2019年 6月
23撮影）
図 4．調査地の調査区分．バーは 200 ｍを示す．人工の堰堤等の河川を横断する障害物は見られなかった．
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間は川幅が約 1 mと狭く遷移初期の陽樹林の中を流


























肥満度 = 体重（kg）／全長（mm）3× 109












いて計測した。pH の計測は，pH MATER B-211
（HORIBA社製）を用いた。








図 5．調査区間の景観．A：第 1区間．B：第 2区間．C：第 3区間．D：第 4区間．
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2017年 5月 14日 か ら 2020年 1月 26日 の 間 に
行った 15回の日中調査と 8回の夜間調査で，全長
326–680 mm，体重 0.25–1.95kgの成体を延べ 31個体
捕獲した。そのうちの 24個体をマイクロチップによ
り個体識別した。再捕獲個体は 3個体で，2回再捕獲
が 1個体，1回再捕獲が 2個体であった。その他， 同
調査において鰓穴の閉じた全長 210 mmの幼体を 1個
体確認した。また，満 2歳と考えられる幼生を 2個




7.0℃ （n=3），5月 17.8-18.1℃ （n=2），6月 13.0-17.5℃
（n=7），8月 16.7-18.4℃ （n=6），9月 15.5-16.6℃ （n=4），
10月 13.9-14.7℃ （n=4）。真冬の計測値は 1回である
が（2020年 1月 26日），年間を通じて水温が低く，
計測最高値は 18.4 ℃であり，20 ℃を超えることはな
かった。pHの計測は 2019年 10月 20日の 1回のみ
である。第 1区間下流端の河川部分が水温 12.8 ℃で













U1 2018/7/17 520 1.00 7.11 不明 未登録
U2 2018/7/17 620 1.90 7.97 不明 未登録
U3 2018/7/17 640 1.80 6.87 不明 未登録
1 2018/9/23 545 1.05 6.49 不明 239701
2 2018/9/23 550 1.05 6.31 不明 241234
3 2018/9/23 650 1.75 6.37 不明 240893
4 2018/9/23 440 0.50 5.87 不明 242816
5 2019/5/5 590 1.25 6.09 不明 277971
6 2019/5/5 650 1.65 6.01 不明 240274
7 2019/5/5 680 1.95 6.20 不明 260667
8 2019/5/5 620 1.45 6.08 不明 260679
9 2019/5/5 655 1.60 5.69 オス 259430
10 2019/6/22 478 0.65 5.95 不明 240357
11 2019/6/22 555 0.95 5.56 不明 241101
12 2019/6/22 508 0.80 6.10 オス 239329
13 2019/6/22 542 0.95 5.97 不明 231938
14 2019/6/22 505 0.60 4.66 不明 259467
15 2019/8/1 540 0.95 6.03 不明 231589
16 2019/8/1 625 1.05 4.30 不明 239371
17 2019/8/24 326 0.25 7.22 オス 240176
18 2019/8/24 535 1.00 6.53 不明 218973
19 2019/8/24 525 0.85 5.87 不明 240389
20 2019/8/24 630 1.60 6.40 オス 278312
21 2019/8/24 395 0.50 8.11 オス 278284
22 2019/10/19 650 1.75 6.37 不明 277524
23 2019/10/19 605 1.20 5.42 不明 272176
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（1）個体群の確認状況




27日日中に第 1，第 2，第 4区間で巣穴の捜索を行い，
第 4区間下流端で流出した卵嚢 1個を確認した。
2018年 9月 23日の夜間調査では，第 2区間で全長
545 mm（No.1），第 4区間ではじめて全長 440 mm，
550 mm，650 mmの 3個体を確認し，その後の調査
においても第 4区間にて多くの個体を確認すること
ができた。本調査地の代表的な生息個体（No.4）の
画像を図 6に示す。2019年 8月 24日の昼間の調査で
は，これまで 1個体も確認できていなかった第 3区
間の源流部で，全長 326 mmで総排泄腔の周囲が腫脹
























値（Mean ± SD）は 556 ± 85 mm，中央値は 548 mm
（最小値 326 mm，最大値 680 mm，n=24）であった。
Uは未登録の個体を，下線は再捕獲の個体を示す．
調査年月日 第1区間 第2区間 第3区間 第4区間 計   個体番号
2017/05/14 日中 ０ 0
2018/03/28 日中 0 0 0
2018/07/17 日中 0 0
2018/07/17 夜間 3 3 U1, U2, U3
2018/08/27 日中 0 0 0 0
2018/09/23 夜間 1 3 4 2区: 1, 4区: 2, 3, 4
2018/09/24 日中 0 0
2018/11/06 日中 0 0 0 0
2018/11/06 夜間 0 0 0 0
2018/11/07 日中 0 0
2019/03/21 日中 0 0
2019/05/05 日中 2 2 5, 6
2019/05/05 夜間 3 3 7, 8, 9
2019/06/22 夜間 5 5 10, 11, 12, 13, 14
2019/06/23 日中 0 0
2019/08/01 日中 0 0
2019/08/01 夜間 2 2 15, 16
2019/08/24 日中 2 2 17, 18
2019/08/24 夜間 2 3 5 2区: 3, 19,  4区: 20, 12, 21
2019/08/25 日中 1 1 9
2019/10/19 日中 0 0
2019/10/19 夜間 1 3 4 2区: 22,  4区: 12, 23, 24
2020/01/26 日中 0 0
合計 2 7 2 20 31
表 3．成体の調査日ごとの確認状況と区間ごとの確認個体数
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図 6． 飯山生息地の個体．全長 440 mm．（2018年 9月 23
日撮影）
























図 8． 成体の全長の度数分布．マイクロチップによる識別個体 n=24．最小値 326 mm，最大値 680 mm，中央値 548 mm．
同様に，体重の平均値（Mean ± SD）は 1.10 ± 0.44 
kg，中央値は 1.05 kg（最小値 0.25 kg，最大値 1.95 
kg，n=24）であった。肥満度の平均値（Mean ± SD）
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登録を含め延べ 31個体であった。確認地点別にみる
と，第 1区間で 2個体，第 2区間で 7個体，第 3区




No.3が 1回，No.9が 1回，No.12が 2回であった。
再捕獲個体の移動状況は，No.3が 2018年 9月 23日
から 2019年 8月 24日の再捕獲時の間に第 4区間か










2017年 5月 14日に，第 3区間で 0歳幼生 4個体
（全長 48 mm，全長 51 mm，全長 53 mm，全長 54 
mm）を確認し，2018年 3月 28日に，第 2区間で 0
歳幼生 3個体（全長 50 mm，全長 50 mm，全長 50 
mm），第 3区間で 11個体（全長 47–48 mm，最小個
体と最大個体のみを計測）を確認した。2018年 7月
17日に，第 1区間で 0歳と推定される幼生 1個体（全
長 70 mm）と 1歳と推定される幼生 5個体（全長
105 mm，全長 105 mm，全長 106 mm，全長 108 mm，
全長 110 mm）を確認した。2018年 8月 27日に第
1･2･3区間の成体調査を行った際に，第 1区間で全長





2019年 5月 5日に，第 1区間で 5個体の幼生を確認
した。これらの幼生は，全長 126 mm，体重 14.5 gの
個体，全長 85 mm，体重 5.5 gの個体，全長 80 mm，




2019年 6月 22日の夜間調査で，第 4区間上流部に
調査年月日 第1区間 第2区間 第3区間 第4区間 計 確認個体の全長(mm),  ( )は同全長個体数
2017/05/14 日中 4 4   48, 51, 53, 54
2018/03/28 日中 3 11 14   2区:50, 50, 50,    3区:47-48(11)
2018/07/17 日中 6 6   70, 105, 105, 106, 108, 110
2018/07/17 夜間 0 0
2018/08/27 日中 1 0 0 1   75
2018/09/23 夜間 0 0 0
2018/09/24 日中 0 0
2018/11/06 日中 0 0 0 0
2018/11/06 夜間 0 0 0 0
2018/11/07 日中 0 0
2019/03/21 日中 27 27   約50 mm（目測・未計測）
2019/05/05 日中 5 5   48, 56, 80, 85, 126
2019/05/05 夜間 0 0
2019/06/22 夜間 2 2   55,  210(幼体)
2019/06/23 日中 2 2   58, 122
2019/08/01 日中 1 1   65
2019/08/01 夜間 1 1   74
2019/08/24 日中 0 0
2019/08/24 夜間 0 0 0
2019/08/25 日中 0 0
2019/10/19 日中 1 1 75
2019/10/19 夜間 0 0 0
2020/01/26 日中 6 6   45(4), 46(2)
合計 16 3 48 3 70   幼生69個体，幼体1個体
表 4．幼生と幼体の確認状況および計測値．
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おいて全長 210 mm，体重 50 gの鰓穴が閉じ変態し
た幼体 1個体と全長 55 mm，体重未測定の 0歳幼生
1個体を確認した。鰓穴のふさがった幼体は大きさか
ら推定して 4–5歳とみなした（図 10）。翌 6月 23日
に，第 1区間において全長 58 mmで体重未測定の 0
歳幼生 1個体と全長 122 mmで体重未測定の幼生 1個
体を確認した。2019年 8月 1日に，第１区間と第 4
区間でそれぞれ全長 65 mmの幼生と全長 74 mmの幼
生を１個体ずつ確認し，2019年 10月 19日に，第１
区間で 0歳と思われる全長 75 mmの幼生を 1個体確
認した。2020年 1月 26日に，繁殖巣穴を探索するた
めに幼生の離散状況調査を行ない，第３区間中間付近















月 21日の目測約 50 mmの 27個体は区別して表記し
た。度数分布図からは，全長 50–59 mmと全長 70–79 





らは，全長 45 mmから全長 75 mmの間の横に広がる
計測値の並びは 0歳幼生の成長の様子を反映してい
ると考えられ，また，5月 5日の全長 48 mmと全長
56 mm，全長 80 mmと全長 85 mm，全長 126 mmの
3群に分かれる計測値は 5月の時点での 0歳幼生（全
長 48 mmと全長 56 mm），1歳幼生（全長 80 mmと
全長 85 mm），2歳幼生（全長 126 mm）を示してい
ると考えられる。すなわち，この散布図からは，全長
46 mm前後で離散した 0歳幼生（正確には孵化後約 3
か月）は，6月から 8月にかけて急成長して全長 75 
mmに達し（孵化後約 10か月），10月から冬季にか
けてあまり成長しないで翌春を迎えることが読み取れ
る。よって 5月に全長 80 mm台の個体は 1歳幼生
（正確には 1年 6か月幼生）である。また，7月 17日
に見つかった全長 105–110 mmの幼生は夏季に急成
長中の 1歳幼生（正確には 1年 9か月幼生）とする
のが妥当で，1歳幼生は秋には全長 115 mm前後とな
り，翌年の春には全長 120 mm台の 2歳幼生（正確に
は 2年 6か月幼生）になると推測される。
（3）幼生の確認地点
幼生の確認地点については，全長 45–50 mmの 0
歳離散期の幼生は 47個体中の 44個体が第 3区間で
見つかり，3個体が第 2区間で見つかった。また，全
長 70 mm以上の幼生は 13個体のうちの 12個体が第
1区間で見つかり，もう 1個体は第 4区間で見つかっ




22日に，全長 210mmの幼体 1個体と全長 55 mmの















2018年 8月 27日日中に行なった調査で，第 4区間
の下流部において川の中に流出した新しい卵嚢 1個







は 8月 25日頃と推察した。2019年 8月 24日の第 4
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図 9． 2019年 5月 5日に確認された 3段階の幼生． 
A：推定 2歳幼生．全長 126 mm，体重 14.5 g． 
B：推定 1歳幼生．全長 80 mm，体重 3.0 g． 
C：0歳幼生．全長 56 mm，体重 1.5 g．
図 10． 全長 210 mmの幼体．鰓穴はふさがっており，推
定 4–5歳と思われる．（2019年 6月 22日撮影）
図 11． 第 3区間の産卵巣穴から確認された全長 45 mmの
離散直前の幼生．（2020年 1月 26日撮影）
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図 13． 確認計測日と幼生の全長の関係．2017年から 2020年の間に確認した幼生 69個体のうち，計測値が明瞭な 33個体
について，年度に関係なく，確認計測日順に全長を記入した（同日・同全長の個体はまとめて 1ドット）．全長 46 
mm前後で離散した 0歳幼生は 6月から 8月にかけて急成長して 75 mmに達し 10月から冬季にかけてはあまり成
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分類群 科名 和名（発生段階） 学名
爬虫綱 イシガメ科 ニホンイシガメ Mauremys japonica
トカゲ科 ニホントカゲ Plestiodon japonicus
カナヘビ科 ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides
ナミヘビ科 シマヘビ Elaphe quadrivirgata
ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus
クサリヘビ科 ニホンマムシ Gloydius blomhoffii
両生綱 ヒキガエル科 ニホンヒキガエル（幼体・成体） Bufo japonicus japonicus
アカガエル科 ヤマアカガエル（成体） Rana ornativentris
タゴガエル（成体） Rana tagoi tagoi
ツチガエル（幼生･成体） Glandirana rugosa
アオガエル科 モリアオガエル（成体） Zhangixalus arboreus
カジカガエル（成体） Buergeria buergeri
サンショウウオ科 チュウゴクブチサンショウウオ（幼生） Hynobius sematonotos
イモリ科 アカハライモリ（成体） Cynops pyrrhogaster
硬骨魚綱 コイ科 ギンブナ Carassius sp.
コイ（マゴイ） Cyprinus carpio
タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi
メダカ科 メダカ属の交雑種 Oryzias sp.
甲殻綱 サワガニ科 サワガニ（1個体） Geothelphusa dehaani
昆虫綱 カワトンボ科 アサヒナカワトンボ（幼虫） Mnais pruinosa
オニヤンマ科 オニヤンマ（幼虫） Anotogaster sieboldii
ヤンマ科 コシボソヤンマ（幼虫） Boyeria maclachlani
ミルンヤンマ（幼虫） Planaeschna milnei
ヤマトンボ科 コヤマトンボ（幼虫） Macromia amphigena
タイコウチ科 ミズカマキリ Ranatra chinensis
マツモムシ科 マツモムシ Notonecta triguttata
アメンボ科 アメンボ（ナミアメンボ） Aquarius paludum paludum
シマアメンボ Metrocoris histrio
ナベブタムシ科 ナベブタムシ Aphelocheirus vittatus
コオイムシ科 オオコオイムシ Appasus major
ガムシ科 ガムシ Hydrophilus acuminatus
ゲンゴロウ科 オオヒメゲンゴロウ Rhantus erraticus
トビケラ科 ムラサキトビケラ（幼虫） Eubasilissa regina
科不明 カゲロウ目の一種（幼虫）
腹足綱 カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina
表 5．調査区間およびその周辺で確認した動物一覧．
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幼生の全長の度数分布図（図 12）は，全長 50 mm

















































































は，生後 10か月で全長 75 mm，生後 1年 10か月で
全長 140 mm，2年 10か月では全長 150–190 mmと
し，また岩間（1968）は，生後 1年で，体長（全長）
80 mm，生後 2年で全長 100 mm前後，生後 3年で





図 13では，全長約 46 mmで巣穴から離散した 0歳





田村伊久利谷での確認例，1997年 9月 5日全長 156.0 
mm，全長 119.0 mm，同年 9月 10日全長 80.0 mm，











長の中央値が 45.0 mm（n=6），2018年 3月 8日の全
長の中央値が 50.0 mm（n=5），2017年 5月 14日 4
個体と 2019年 5月 5日 2個体の中央値が 52.0 mm
と，1月から 5月までに 7.0 mm伸びている。一方，
清水（2017）の報告による標高約 430mの東広島市椋
梨川上流の生息地では，2013年 2月 4日の中央値が
51.0 mm（n=6），同年 5月 24日の中央値が 63.0 mm
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